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~張る(さまぎまな組主)~

草戸千軒 I展示室では。今からおよそ 600年前

の南北朝i時代を中心とする時期の 革戸千軒の町

活の様子を詳しく紹介しています。

並みを実物大で復元するとともに。 実際の出土資

前回に続いて。 「ものづくりJにかかわった人々

の活動の様子を展示資料から紹介します。今回は

料を生活の場面ごとに分類して展示し人々の生 「作る (さまざまな細工)Jのコーナーです。

ばんしょう ぬし

こ 番匠 (建築に携わる職人)・塗師

からわけづくり (素焼きの土器を作る人々)など，ものづくりに

携わる人々が 草戸千軒の集落を舞台に活動していたことを紹介

してきましたが。遺跡にはこのほかにも様々な]職人の活動の痕跡

が残されています。

その一つが，骨角製品の製作にかかわった人々の痕跡です。遺

跡からは，イヌやウシ ・ウマなどの動物の骨が出土していますが，

I それらの中には刃物による加工の痕跡が認められる資料が含まれ

..， ています。代表的なものはシカの角や骨を加工したもので。写真

i' 1のように様々な形に切断された角や骨の断片が出土しています。
目 のこぎり

l こうした断片を観察すると，写真2のように鋸や小刀のような工

守 具の痕跡を見付日同でき何カの目的叩白川出し4加工してしたこと…
一方で 草戸千軒町遺跡からはシカの角や'自を材料にした道具

E も数多く出土しています。写真3は。当時の人々が髪飾りとして

l 利用した鉾ですが。これはシカの'自を加工したものです。このほ

かにも，万の柄や鞘を飾るための道具や安子，双六の!~J (写真4)
守 吋引 …すごろく こま

といった遊戯具など.角や骨を材料とする数多くの道具が出土し

ています。こうした資料によって，草戸千軒の集落においてシカ

などの角や骨を骨角製品に加工する人々が活動していたことが分

かってきました。

草戸干軒の集落では 1 このように多様な生活用具の製作に携わ

(写真1)様々砿形に切断
されたシ力の角や骨

(写真2)断片に残る加工の痕跡

(写真3)算(長さ 133cm)

(写真剣双六の駒 (直径 18cm)

.)! る職人が活動していたわけです。これは，草戸千軒が多くの人々が集まる 「町」としての性格を持つ

‘ 
ていたことを示しています。地域における経済拠点のーっとして。 草戸千軒の町には多くの人や物 ..... 
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てきました。
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